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ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
開
催

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
!!!!

《
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
一
巡
》

　

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
平
成
18

年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
『
第
15
回
全

国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ぐ
ん
ま
』大
会
で
の
成
果
を
継
承
し
、

平
成
19
年
度
よ
り
、
本
県
の
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
を
図
る
た

め
、
県
内
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
持
ち

回
り
し
な
が
ら
開
催
し
、
本
年
で
ブ

ロ
ッ
ク
一
巡
と
な
る
第
５
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン

《
県
民
の
新
た
な
つ
な
が
り

を
目
指
し
て
》

　

大
会
テ
ー
マ
の
「
笑
顔
の
か
け
橋
」

は
、『
第
15
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ぐ
ん
ま
』
か
ら
継

承
し
て
お
り
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

「
つ
な
げ
よ
う
今
、
そ
し
て
未
来

へ
」
は
、県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
開
始
時
か
ら
行
っ

て
い
る
公
募
形
式
で
決
定
し
た

も
の
で
、
こ
の
度
の
震
災

に
対
す
る
思
い
も
あ
っ
て

か
多
く
の
県
民
の
方
か
ら

御
応
募
い
た
だ
き
、
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
原
画
な

ど
様
々
な
も
の
が
、
地
域

住
民
発
の
手
作
り
の
も
の

と
し
て
行
わ
れ
た
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
記
念
講
演
を

は
じ
め
、
テ
ー
マ
別
の
研
究
会

で
あ
る
分
科
会
や
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
管
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
を
中

心
と
し
て
行
わ
れ
た
「
ふ
れ
あ

い
広
場
」
で
は
、
活
動
紹
介
、
模
擬

店
な
ど
で
賑
わ
い
を
見
せ
、
さ
ら
に

は
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
志
に
よ

る
東
北
の
復
興
支
援
を
願
っ
て
の
岩

手
、
宮
城
、
福
島
の
県
産
品
の
販
売

や
福
島
県
か
ら
の
出
店
に
よ
る
果
物

販
売
も
行
わ
れ
、
人
々
の
つ
な
が
り

の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
面
も
見
ら
れ

　
「
ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
」（
同
ブ
ロ
ッ
ク
実
行
委
員
会
、
県
社
会
福
祉
協
議

会
、
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
主
催
）
が
９
月
３
日
、
太
田
市
の
「
藪
塚
本
町
文
化
ホ
ー
ル
」
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
群
馬
大
学
の
鵜
飼
教
授
、
森
谷
教
授
の
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
て
の
講
演
会
を
始
め
、
５
つ
の

分
科
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ポスター原画及びサブタイトル
最優秀賞並びに優秀賞受賞者

ポスター最優秀賞
太田市　中島朋哉さん

サブタイトル最優秀賞
邑楽町　高橋のり子さん

ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
の
社
会
貢
献
ブ
ー
ス

や
コ
ー
プ
ぐ
ん
ま
に
よ
る
「
こ
ど
も

広
場
」の
運
営
等
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
の
啓
発
・
普
及
の
大
き
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

《〝
笑
顔
の
か
け
橋
〞
を
被

災
地
へ
》

　

東
日
本
大
震
災
や
相
次
ぐ
災
害
の

中
で
、
あ
ら
ゆ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

寸
断
さ
れ
た
中
で
私
た
ち
が
唯
一
つ

な
が
っ
て
い
た
の
は
、
心
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

心
と
心
を
つ
な
ぐ
、
笑
顔
の
か
け

橋
を
こ
こ
群
馬
か
ら
被
災
地
へ
架
け

て
い
き
、
１
日
も
早
い
復
興
を
願
っ

て
の
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ふれあい広場

東北の県産品を扱った復興支援ブース

テ
ィ
ア
活
動
の
新
た
な
担
い
手
と

な
っ
て
い
く
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
幅
広
い
分
野
の
人
達
が
積
極
的

に
協
力
し
合
い
、
時
折
、
見
せ
る
風

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
晴
天
時
と
同
じ

勢
い
で
地
域
住
民
の
力
を
結
集
す
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
が
、
今
大
会
の

特
徴
に
も
な
り
ま
し
た
。
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ハートtoハート第19回

ミュージックミュージック
フェスティバルフェスティバル

　群馬県社会福祉協議会厚生事業部会主催による、
第19回ハートtoハートミュージックフェスティバル
が、10月14日（金）に前橋市総合福祉会館多目的ホー
ルを会場に開催されました。
　参加者は障害者施設を利用している方及び当日の
スタッフ等を含め305名でした。

 

開
催
趣
旨 

　
『
歌
や
音
楽
に
国
境
は
あ
り
ま
せ

ん
。
歌
は
い
つ
も
私
た
ち
の
そ
ば
に

い
て
、
共
に
悲
し
み
、
慰
め
、
怒
り
、

喜
び
、
愛
し
、
支
え
、
励
ま
し
、
勇

気
づ
け
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
世
に
ふ
た
り
と
同
じ
人
間
が

い
な
い
よ
う
に
、
私
た
ち
は
障
害
の

有
無
や
出
身
、
信
条
に
こ
だ
わ
る
の

で
は
な
く
、
お
互
い
の
違
い
を
認
め

合
い
、
と
も
に
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
心
を
持
ち
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

  

そ
ん
な
私
た
ち
の
願
い
を
音
楽
に

託
し
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
々
の

共
感
を
得
て
、
明
る
い
社
会
づ
く
り

に
寄
与
す
る
。』
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

嗣
さ
ん
、
そ
し
て
中
村
美
子
さ
ん
の

三
名
に
よ
る
音
楽
発
表
。

　

続
い
て
、
シ
ャ
ン
テ
の
熊
野
伸
一

さ
ん
。
シ
ャ
ン
テ
と
は
、
手
話
ボ
ー

カ
ル
と
視
覚
障
害
者
で
構
成
さ
れ
る

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
す
。
当
日
は
、
熊

野
さ
ん
と
愛
犬
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

音
楽
を
通
じ
た
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
「
視
覚
障
害
者
と
音
楽
」、

「
手
話
と
音
楽
」、「
手
話
と
視
覚
障
害

者
」
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
り
、
大

阪
弁
に
よ
る
楽
し
い
ト
ー
ク
を
交
え

な
が
ら
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
前
橋
市
を
中
心
に
活
動

を
し
て
い
るren

s.

（
レ
ン
ズ
）
さ

ん
で
す
。
メ
ン
バ
ー
三
人
と
も
本
県

出
身
で
ラ
イ
ブ
活
動
を
中
心
に
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、熊
野
さ
ん
とren

s.

（
レ

ン
ズ
）さ
ん
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
よ
り
、

 

実
施
に
向
け
た

取
り
組
み 

　

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
日
頃
支

援
業
務
を
行
っ
て
い
る
職
員
に
よ
る

実
行
委
員
会
に
よ
り
協
議
を
重
ね
て

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

群
馬
県
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
冨
田
委
員
長
を

中
心
に
、
実
行
委
員
自
ら
出
演
交
渉

を
行
う
と
と
も
に
、
計
四
回
の
委
員

会
を
経
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
常
に
利
用
者

に
良
い
音
楽
、
楽
し
い
音
楽
等
を
聞

い
て
い
た
だ
く
た
め
に
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

締
め
く
く
り
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
よ

る
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
は
、

熊
野
さ
ん
の
リ
ー
ド
とren

s.

（
レ

ン
ズ
）
さ
ん
の
息
の
あ
っ
た
リ
ズ
ム

で
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
24
年

の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
災
害
の
多
か
っ
た
年
で
し
た
。

特
に
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

は
、
我
が
国
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
県
社
協
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
全

社
協
の
調
整
の
下
、
市
町
村
社
協
と
共
に
、

３
月
19
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
、
延
べ

６
１
６
人
の
職
員
を
被
災
地
の
福
島
県
に
派

遣
い
た
し
ま
し
た
。
社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
存
在
価
値
を
存
分
に
示
し
て
い
た
だ
い
た

と
、
職
員
の
皆
様
方
に
は
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
災
害
で
は
、
人
と
人
と
の
絆
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
が
あ
ら
た
め
て
強
調
さ
れ

ま
し
た
。
少
子
・
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む

中
で
、
今
、
家
族
や
地
域
社
会
の
在
り
方
が

問
わ
れ
て
お
り
、「
地
域
福
祉
の
推
進
」
を
目

指
す
社
協
に
対
す
る
期
待
は
大
変
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。「
県
民
だ
れ
も
が
と
も
に
支

え
合
い
、
住
み
な
れ
た
家
庭
、
地
域
で
、
そ

の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
、
気
持
ち
を
新
た
に
、
皆

様
と
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
県
社
協
は
、
設
立
60
周
年
の
昨
年
策
定

し
た
「
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
い
て
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
前
を
向
い
て
、

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
」
や
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

下
城
茂
雄

大阪弁のトークとともに会場は盛り上がりました

シャンテの熊野伸一さんと rens のジョイント

シャンテの熊野伸一さん

 

出
演
者 

　

群
馬
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

か
ら
、
滝
沢
久
美
子
さ
ん
、
桜
井
英

ハートtoハート

会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
世
界
に

一
つ
だ
け
の
花
」
を
熱
唱
し
て
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
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　平成23年度群馬県社会福祉大会を去る11月21日に前橋市
民文化会館大ホールにおいて行いました。当日は、県内の福祉
関係者ら約1,200名が集まり、住みなれた地域でその人らし
く安心して暮らせる福祉社会の実現に向け決意を新たにしま
した。
　大会式典で、ぐんま学生ボランティアネットワーク代表の煙
山翔平さん（東京福祉大学４年）より東日本大震災にかかる支
援の取り組みについて、発表していただきましたので、その概
要をご報告いたします。

今、私たちにできること

ぐんま学生ボランティアネットワーク
代表　煙　山　翔　平

ずっと続く支援をずっと続く支援を

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て

学
校
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
学
校
側
、
社
会
福

祉
協
議
会
双
方
の
思
い
の
中
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
学
生
た

ち
が
中
心
と
な
り
、
平
成
18
年
４
月

30
日
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
発
足

し
ま
し
た
。

　

活
動
は
、
①
春
休
み
！
ド
リ
ー
ム

ス
ク
ー
ル
（
親
子
交
流
）
②
夏
休

み
！
子
ど
も
宿
題
塾
③
県
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
画

④
福
祉
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
⑤
収

集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
状
況
調
査
の

実
施
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

震
災
後
、「
何
か
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
」と
皆
で
話
し
合
い
、

被
災
地
で
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
県

内
で
の
避
難
所
支
援
、
救
援
物
資
の

仕
分
け
・
積
込
み
、
記
念
日
事
業
、

復
興
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
所
支
援
は
主
に
子
ど
も
の
遊

び
相
手
を
、
ま
た
、
記
念
日
事
業
で

は
、
本
県
に
避
難
さ
れ
て
い
る
家
族

を
対
象
に
『
母
の
日
』
に
、
手
作
り

の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー
と

し
お
り
を
、『
父
の
日
』
に
、
手
作
り

の
巾
着
袋
と
う
ち
わ
を
、
全
員
に
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
に
お
い
て
は
、
主
に
福
島

県
相
馬
郡
新
地
町
で
側
溝
の
泥
出
し
、

家
屋
で
の
瓦
礫
の
撤
去
、
思
い
出
品

の
整
理
等
を
行
い
ま
し
た
。

震
災
を
忘
れ
ず

　

今
回
の
震
災
に
お
い
て
、
避
難
所

支
援
、
現
地
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

テ
ィ
ア
活
動
も
、
避
難
所
の
閉
鎖
や

仮
設
住
宅
へ
の
入
居
が
進
む
中
で
、

生
活
再
建
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

に
向
け
た
生
活
支
援
型
の
活
動
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

復
興
に
向
け
て
行
わ
れ
て
い
る
地

域
づ
く
り
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
、

様
々
な
生
活
支
援
の
た
め
の
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

企
画
の
模
擬
店
を
被
災
地
支
援
ブ
ー

ス
の
収
益
金
や
街
頭
募
金
等
に
よ
り

支
援
金
を
集
め
、
岩
手
・
宮
城
・
福

島
の
東
北
三
県
へ
送
り
、
今
後
も
継

続
し
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

学
校
を
超
え
た
つ
な
が
り

春休み！ドリームスクール（親子交流）

側溝の泥出し（福島県新地町）

「母の日」に手作りポケッ
トティッシュカバーとし
おりの贈呈

「父の日」に手作り巾
着袋とうちわを贈呈

き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
学
生
が
被
災
地
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
は
簡
単

で
は
な
く
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
共
同
募
金
会
の
協
力
を
い
た

だ
き
実
現
で
き
ま
し
た
。
避
難

者
の
方
々
に
手
作
り
の
記
念
品

を
贈
呈
し
た
際
に
、
逆
に
感
謝

の
言
葉
を
頂
き
、
私
達
自
身
も

元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
８
カ
月
に
な
り
ま

す
が
、
今
も
な
お
避
難
生
活
を

さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
ま
す
。

月
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
記
憶

は
薄
れ
て
い
き
ま
す
が
、
私
達

は
震
災
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

継
続
し
た
支
援
を

　

被
災
地
で
の
災
害
救
援
ボ
ラ
ン

左
か
ら
二
人
目　

煙
山
さ
ん
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ふれあい・いきいきサロン研修会ふれあい・いきいきサロン研修会
～サロンをもっと楽しむために～

　11月４日、11月25日、前橋市総合福祉会館で、ふ
れあい・いきいきサロン研修会が開催されました。
　年々、住民がつくる地域交流の場としてのサロンが
認知され、県内のサロン数は増加しており、地域にお
ける支え合い助け合いの輪が、着実に広がりをみせて
おります。
　本研修会は関心が非常に高く、昨年度は定員を大幅
に超える参加申込がありました。
　そのため、本年度は参加者をブロック別（西部・吾
妻・東部ブロックと中部・利根沼田ブロック）に分け、
主に担い手としてサロンを企画・運営している全ての
参加者が、活動をより充実させ、楽しんでもらえるよ
う開催いたしました。
　研修会では、各ブロックの高齢者サロン、子育てサ
ロンから、１事例ずつ実践発表してもらいました。
　参加者自身は、サロンに対し、それぞれ様々な思いや、
悩みなどを抱えているかと思われますが、こうした実
践発表を通じて、少しでも多くの情報を得て、サロン
の企画・運営の一助になることが出来ればと思います。

実践発表者・薗田カネ子氏

実践発表者・栗田利子氏

実践発表者・塚田政雄氏

壇上での一コマレク体操をする参加者

実践発表者・森田經代氏

平成23年度

　実践発表後、レクリエーションを行い、今井　寿美枝先生からサロンで使えるレクリエーションを、
参加者と一緒に実践し、〝笑い〟の重要性等を、お話してもらいました。
　今井先生の軽妙なお話と、合唱や体操等で大いに盛り上がり、会場は、終始、熱気と笑いに包まれ、
参加者が楽しく興味を持ちながら、研修することができました。
　地域社会における人間関係の希薄化が進む中、孤立・孤独をなくし、安心して住み続けることができ
るよう、地域でお互いにつながりを持てる「居場所」を提供し、住民同士が助け合う形としてのサロン
活動を、今後も、本研修会等を通して推進していきたいと思います。

○サロン活動とは…
　地域の中で、ひとり暮らしの方や閉じこもりがちの方などが、孤立しないように、住民やボランティ
ア等が気軽に集まり、楽しく過ごせるよう支え合う、仲間づくりの活動です。

今井　寿美枝先生



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
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　大泉町保健福祉総合センター内に設置してあり
ます大泉町ボランティアセンターは、自分たちの
住んでいる地域福祉推進に取り組んでいるボラン
ティアの活動拠点であり、皆さんの気軽な窓口と
なっています。
　現在大泉町ボランティアセンターには、団体・
個人あわせて約1000件の登録があり、こうした
方々が地域を中心とした様々な活動が円滑に行え
るよう、ボランティア活動などの情報や資料の提
供を行っているほか、手話、点字、朗読など技術
講座の開催や、ボランティア活動をしているうえ
での不安や悩みなどの相談対応なども行っています。

　また、大泉町ボランティアセンターでは全戸配布の広報誌を毎月発行し、より多くの皆さんにボ
ランティアを身近に感じていただけるよう情報発信にも力を入れ、今後も皆さんに気軽に活用して
いただけるような雰囲気作りを心がけて参ります。

大泉町ボランティアセンター
〒370－0523　邑楽郡大泉町吉田2465　TEL 0276－63－2294　FAX 0276－63－5528

　11月12日（土）前日の雨模様の天候から一転、晴天の下「ダノンジャパン」に
よる被災者支援事業「ダノン館林工場見学会」が行われました。

　この事業は東毛地区に避難してきている被災者を招待する形で行われ、太田市内
に避難してきている被災者のうち、約50名も参加
しました。
　太田市社協も、このイベントの企画から携わり
チラシの作製や配布、受付、また当日のバスの添
乗等々で協力させていただきました。太田市社協
とダノンの関係は６月に実施した「第２回被災者
を励ます集い」からの関係であり、東京本社より
担当者の方には何度か来所いただき、お互いの役
割分担などの打ち合わせを繰り返し、当日を迎え
る形となりました。
　社協として持ちうる被災者の最新情報（避難者
の年齢層や置かれている状況等）を企業に提供し、
それを受けて企業が企画に反映する理想的な形が
取れた事業であったように思います。
　今後も地元企業との連携を深めて被災者支援事
業に限らず、様々な事業展開をしていきたいです。

大泉町ボランティアセンター

ボランティアセンターHel
lo!

企業と協働で行う被災者支援事業
「ダノンジャパン」と太田市社会福祉協議会

ボランティアセンターでの相談の様子

工場見学後の試食「おいし～ね」

準備をして工場見学へ向かいます準備をして工場見学へ向かいます
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社
会
福
祉
協
力
校

社
会
福
祉
協
力
校

長
野
原
町
立
第
一
小
学
校

長
野
原
町
立
第
一
小
学
校

１
．
福
祉
教
育
の
目
標

　
「
思
い
や
り
を
持
ち
、
互
い
に
助
け
合
う
心
と
実
践
力
を
育
て
、

社
会
連
帯
を
目
指
す
児
童
の
育
成
」
を
目
指
し
、
地
域
の
協
力
を

得
な
が
ら
豊
か
な
交
流
や
体
験
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

２
．
取
り
組
み
内
容
の
紹
介

（
１
）
地
域
の
福
祉
施
設
と
の
交
流

　

に
し
あ
が
つ
ま
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
ど
り
」
と
様
々

な
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
七
夕
集
会
や
運
動
会
に
お
招
き
す
る

と
と
も
に
、
訪
問
し
て
作
業
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

交
流
を
通
し
て
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
思
い
や
り
の
心
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
花
を
育
て
る
活
動

　

花
の
豊
か
な
学
校
を
目
指
し
て
、
児
童
は
季
節
の
花
を
育
て
て

い
ま
す
。
育
て
た
花
は
、
町
役
場
や
川
原
湯
温
泉
駅
、
管
内
の
福

祉
施
設
な
ど
に
届
け
ま
す
。
本
校
の
近
く
に
は
地
域
の
方
が
保
護

し
て
い
る
カ
タ
ク
リ
の
群
生
地
が
あ
り
ま
す
。
本
校
児
童
も
地
域

の
方
と
山
の
斜
面
で
種
を
拡
散
す
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
生
き
物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

（
３
）
学
芸
発
表
会
「
久
森
祭
」
に
お
け
る
地
域
の
方
と
の
交
流

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
地
域
の
高
齢
者
か
ら
地
域
の
歴
史

や
く
ら
し
、
文
化
や
自
然
、
産
業
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
久

森
祭
で
は
学
習
成
果
の
発
表
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
招
待
し
た
高

齢
者
と
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
交
流
し
て
い
ま
す
。
児
童
は
自
分
で
書

い
た
招
待
状
や
お
礼
状
を
直
接
地
域
の
皆
様
に
届
け
ま
す
。
久
森

祭
を
通
し
て
、
地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
児
童
は
学

び
ま
す
。

（
４
）
福
祉
体
験
学
習
や
親
子
福
祉
講
演
会
の
充
実

　

様
々
な
福
祉
体
験
活
動
や
福
祉
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
盲
導
犬
を
利
用
し
て
い
る
方
に
お
い
で
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
福
祉
に
つ
い
て
実
感
を
持
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
．
３
ヵ
年
の
成
果
と
課
題

　

地
域
の
方
の
協
力
を
得
て
、
様
々
な
交
流
や
体
験
活
動
を
行
う

中
で
、児
童
に
は
思
い
や
り
の
心
や
感
謝
の
心
が
育
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
意
識
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
こ
れ
ら
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
互
い
に

助
け
合
う
心
と
実
践
力
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　３.11の悲劇を目の当たりにし、「何かしたい…何ができるだろう。」と３月14日に
「群馬大学学生有志による義援金募金団体」を結成。右も左もわからないまま勢いだ
けで今日まで突っ走ってきた。高崎駅での募金活動に始まり、古着・古本の回収・
換金、それらを用いてチャリティーフリーマーケット（月１～２回）へ参加、大学
周辺の店舗へ募金箱の設置を行う等様々な活動を行ってきた。
　その他にもボランティアとして群馬県の避難所や福島県・宮城県を訪れた。群馬
大学周辺での古紙・古新聞等の回収活動は現在も続いている。また、先日行われた
学園祭では、東北産の食材を使用したものを販売した他、私達の集めた古着にご来場された方からメッセージを募り、
「メッセージキルト」を完成させ、福島県いわき市の仮設住宅へ届けた。集まった義援金は、日本赤十字社群馬県支
部に直接届けている。
　微力ではあるが、今後も継続して自分たちにできることを続けられたらと思う。

　

本
校
は
、
群
馬
県
の
北
西
、
長
野
原
町
に
あ
る
王
城
山
の
麓
の
児
童
数
二
十
二
名
の
小
規
模
校
で
す
。

花を育てる活動　JR川原湯温泉駅等へ届けます

手作りキルトを仮設住宅へ

群馬大学学生有志による義援金募金団体の活動
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高
崎
市
箕
郷
町
に
あ
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
泉
の
園
に
勤
務
す
る
福
島
雅

人
さ
ん
。
小
・
中
・
高
校
時
代
に
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
打
ち
込
ん
だ
頑
張
り
と

体
力
で
、
福
祉
を
す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ナ
ー
を
目
標
に
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。

 

こ
の
お
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？

　

工
業
高
校
だ
っ
た
の
で
す
が
、
授
業

の
一
環
で
知
的
障
害
者
施
設
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
体
験
し
、
自
分
に
は
人
と
関

わ
る
仕
事
が
向
い
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
福
祉
の
大
学
に
進
学
し
、
卒
業
と

同
時
に
こ
の
施
設
に
就
職
し
ま
し
た
。

仕
事
を
始
め
て
６
年
が
過
ぎ
、現
在
は

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
業
務
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

利
用
者
さ
ん
に
楽
し
く
毎
日
を
過
ご

し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
の
時
間
に
限
ら
ず
、
日
常
生
活
の
介

助
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
も
、

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。
笑
っ
て
い
る
時
間
は
幸
せ
だ
と

思
う
の
で
、
そ
れ
が
生
き
が
い
に
つ
な

が
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

＊
今
後
の
目
標
は
？

　

ず
ば
り
、
福
祉
現
場
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
で
す
。
利
用
者
さ
ん
に
楽
し
み

を
た
く
さ
ん
提
供
し
た
い
で
す
。
自
分

福
祉
ま
め
知
識

福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識

Ｑ　
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
と
い
う
役
割
の
方

が
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
一
般
に
、
会
議
等
に
お

け
る
進
行
役
を
指
し
ま
す

が
、
会
議
だ
け
で
な
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
ま
ち
づ
く
り
会
議
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等
に
お
い
て
、
議
論
に
対
し
て

中
立
的
な
立
場
で
参
加
者
の
能
力
・

気
付
き
を
引
き
出
し
、
そ
の
成
果
が

最
大
と
な
る
よ
う
に
支
援
す
る
と
い

う
役
割
が
あ
り
ま
す
。
決
定
権
を
持

た
な
い
の
で
、
議
長
と
は
ま
た
違
っ

た
存
在
で
す
。

　

(facilitate 

は
「
促
進
す
る
、
円

滑
に
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。）

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
は
、
意
見

を
聞
く
力
、
意
見
を
引
き
出
す
力
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

社会福祉法人清光会　特別養護老人ホーム泉の園　福島　雅人さん
　

旅
行
も
好
き
と
の
こ
と
で
出
掛
け
る
時
に
よ
く
着
用
し
て
い
る
と
い
う
愛
用
の
ダ
ウ
ン

で
撮
影
に
臨
ん
で
く
れ
た
福
島
さ
ん
。
爽
や
か
な
笑
顔
が
絶
え
な
い
好
青
年
で
、
き
っ
と
、

利
用
者
さ
ん
の
間
で
も
モ
テ
モ
テ
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

が
「
来
る
と
明
る
く
な
る
」、「
太
陽
み

た
い
な
人
だ
」
と
言
わ
れ
る
と
、
す
ご

く
う
れ
し
い
で
す
。
利
用
者
さ
ん
か
ら

必
要
な
人
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

が
、
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
社
会
福
祉
士
と
介
護
福
祉
士
の

国
家
資
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
ケ
ア

マ
ネ
の
資
格
を
取
る
の
も
目
標
で
す
。

仕
事
を
し
な
が
ら
勉
強
す
る
の
は
大
変

で
す
が
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

＊
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
選
手
で
し
た
ね
。

　

伊
香
保
町
出
身
で
、
小
・
中
・
高
校

と
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
中
学
、
高
校
時
代
と
も
全
国
大
会

に
出
場
し
、
県
で
は
十
何
年
ぶ
り
に
初

戦
を
突
破
し
ま
し
た
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

の
と
き
は
ラ
グ
ビ
ー
や
ボ
ク
シ
ン
グ
、

柔
道
、
駅
伝
に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
他

に
も
絵
を
描
く
こ
と
が
趣
味
で
す
。

＊
こ
れ
か
ら
福
祉
職
を
目
指
す
人
に
一
言

　

こ
の
仕
事
は
や
る
こ
と
で
楽
し
さ
が

わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
楽
し
い

と
思
う
こ
と
で
、
利
用
者
さ
ん
も
楽
し

ん
で
く
だ
さ
る
ん
で
す
。
興
味
を
も
っ

た
こ
と
に
は
何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

仕
事
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。

冬
号
表
紙素

敵
な
笑
顔

福
祉
・
介
護
職
場
体
験
事
業
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本
会
で
は
、
福
祉
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
を
対

象
に
福
祉
・
介
護
職
場
体
験
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
体
験
希
望
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
活
用
下
さ

い
。

  

目
的

　

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事

に
関
心
を
有
す
る
者
を
対
象
に
、

福
祉
・
介
護
の
職
場
を
体
験
で
き

る
機
会
を
提
供
し
、
職
場
の
雰
囲

気
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
を
直
接

知
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く

り
、
福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
人
材

参
入
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

  

実
施
期
間

　

平
成
23
年
９
月
下
旬
〜

　
　
　
　
　

平
成
24
年
３
月
末
日

・ 

短
期
コ
ー
ス　

原
則
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　

５
日
間

・ 

長
期
コ
ー
ス　

原
則
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　

10
日
間

  

対
象
者

　

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
心

を
有
す
る
方
（
高
校
生
以
上
） 　

  

募
集
定
員

・ 

短
期
コ
ー
ス
45
人

・
長
期
コ
ー
ス
45
人　

  

参
加
費

　

無
料

　

 

（
交
通
費
・
昼
食
代
・
健
康
診

断（
検
査
）費
用
は
参
加
者
負
担
）

  

申
込
期
間

　

平
成
24
年
１
月
末
日
ま
で
随
時

お
受
け
し
ま
す
。

  

実
施
施
設

　

県
内
１
４
６
事
業
所

  

実
施
内
容

　
「
利
用
者
に
対
す
る
介
護
・
介

助
」、「
利
用
者
の
話
相
手
」、「
散
歩

の
付
き
添
い
な
ど
交
流
等
」
の
体

験
等
、
施
設
・
事
業
所
の
事
情
を

考
慮
し
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
魅
力
あ
る
職

場
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
内
容
で
す
。

  

申
込
方
法
等

　

申
込
方
法
等
、詳
細
に
つ
い
て
は
、

福
祉
人
材
課

☎
０
２
７
│
２
５
５
│
６
６
０
０

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
体
験
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

「
体
験
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

福
祉
の
お
仕
事

福
祉
の
お
仕
事


